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予測困難な時代におけるキャリア形成と大学教育

川嶋太津夫
神戸大学

1.なぜ今キャリア教育が求められるのか

神戸大学の川嶋です。

本日は，大学教育，特に学士課程教育とキャリア教育，キャリア形成について，私が日

頃感じていることをお話しいたします。タイトルは予稿集にあるタイトルをやや変更しま

した。

時間が限られていますから先を急ぎ，自己紹介は省きます。

なぜ，今キャリア教育が求められるのか。これについて考えてみたいと思います。藤本

先生からもお話がありましたが，この背景にはまず第 lに，大学教育のユニバーサル化が

あると考えられます。先ほど，半分以上の高校生が大学に進学しているというお話があり

ました。平成 25年度学校基本調査の速報を見ると，ここ数年やや減少傾向にあるものの，

大学等進学率は 53.2%です。専修学校への進学者も含めると， 18 歳の若者の 7~8 割が高

校以降も何らかの教育を受けていることになります。スライドは持参しませんでしたが，

大学等進学率が 53.2%であるのに対し，幼稚園への就園率は 55%です。つまり，平成生ま

れの若者にとって，大学に行くことと幼稚園に行くこととは，数字の上ではほぼ同じ意味

を持っていることになります。今の日本の社会には，このような状況が生まれているわけ

です。

大学がユニバーサル化すると，多様な学生が大学に進学するようになります。かつての

大学，大学進学者が社会的にエリートと見られた頃の大学では，将来の進路を見据え，大

学で何を学ぶかを考えてから入学する学生が多かったのですが，今日のようにユニバーサ

ル化した大学では，そうした学生ばかりではなくなります。東京大学で実施した調査結果

を見てみましょう。「卒業後にやりたいことは決まっていますかJ["授業はやりたいことに

関わっていますか」という質問に対して，約 4割の学生は否定的な回答をしています。逆

に， ["今受けている授業を通じて自分のやりたいことを見つけたしリという学生は 6割を超

えています。大学入学後，授業や課外活動などを通して自分の将来を決めていこうとする

学生が増えているということです。

2.見えづらくなっている学問と将来の職業との関係

将来の進路を考えずに大学に入学した学生は，今学んでいることと，将来の労働市場や

仕事との関係が非常に不明確なまま大学時代を過ごすことになるでしょう。大学院進学率

が高まっているとはいえ，多くの若者は大学を最後の学びの場として社会に出ますから，

十分に将来への展望が開けていない学生に対して，学士課程教育を通してキャリア開発支

援を行うことは，大学にとって非常に重要な使命であると考えられます。
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最近は，大学で専門に学んだ学問と将来の職業との関係が見えづらくなっていると，私

は考えています。スライドでは分かりにくし、かもしれませんが，予稿集では次のような農

学部の例を挙げて説明しています。農学部では，平成元年度には研究者・技術者として就

職する学生が約 5割を占めていました。しかし，平成 22年度には技術者として就職する学

生は非常に少数になり，いわゆるサービス産業や大きな分類には入らないような職種に就

く学生が増えています。つまり，就職先が多様化しているということであり，大学で専門

的に学んだことが将来の職業に結び、つかなくなってきているということです。換言すれば，

大学で学んでいることと将来の展望との聞に不確実性，不透明性が高まっていると言える

でしょう。こうした状況の中，学生のキャリア支援，キャリア開発の重要性が高まってい

るわけです。

3.転職が当たり前のポートフオリオ社会に

今，キャリア教育が求められる第 2の背景には，ポートフォリオ社会の到来が挙げられ

ます。ポートフォリオ社会とは，我々にとって転職することが当たり前になり，一人の一

生がいくつもの職業の組み合わせから成る，そのような社会という意味です。

かつての日本人には，高校を卒業し，大学を卒業し，会社に就職し，そこに定年まで勤

めるという，人生の標準コースがあったと，キャリア教育がご専門の児美川孝一郎先生は

おっしゃっています。確かにそういう生き方が一般的だったと，私も思います。ところが，

近年はその標準コースをとる若者が減少しているのではないでしょうか。ここに 3年離職

率の最新のデータがあります。やや低下しているとはいえ，大学卒業後 3年以内の離職者

は 3割近くを占めています。さらに注目すべきことに， 8人に 1人は 1年以内に辞めてい

るのです。

また，若年層ほど離職率が高くなっています。スライドでは男性の統計だけをとってい

ますが，女性についても同じことが言えます。

4.個人や社会にとって「予測が困難Jな時代に

第 1，第 2の背景からは， 21世紀の学士課程教育として我々が考慮しなければならない

ことが見えてきます。まず，大学のユニバーサル化により，若者の 2人に l人は大学教育

が社会への最終出口であること。次に，ポートフォリオ社会，転職が当たり前の社会にな

っていることです。

アメリカのデューク大学教授であるキャシー・デビッドソン先生は， 2011年に「ニュー

ヨークタイムズ」紙上で次のように話しています。 12011年度に小学校に入学した子ども

たちの 65%は，大学卒業時に今は存在していない職業に就くだろう Jと。これから十数年

の聞に大きく労働市場，職種が変わり， 2011年に存在した職業のうち 3分の 2は， 2011 

年度に小学校に入学した子どもが大学を卒業する時にはなくなっているだろうということ

です。これはアメリカについての話ですから， 日本の職業構造がそれほど劇的に変わるか

どうかは別に論じる必要があります。ただ，日本でも，今存在する職業が 20年後， 30年

後に存在する保証はありません。さらに言えば，学生が大学を卒業して就いた職業が， 5 

年以内， 10年以内になくなる可能性もあります。個人にとっても社会にとっても，非常に

予測が困難な時代の中で，我々は大学生を教育し，社会に送り出しているわけです。
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5.学生の社会への円滑な移行を支援していく

キャリア教育が求められる第 3の背景は，先ほど藤本先生からもご紹介がありましたが，

2011年度にキャリアガイダンスが義務化されたことです。義務化されたのは，学生の就職

状況が非常に厳しいためです。

今年， 2013年 8月までの内定率を昨年度の内定率と比較すると，改善されていることが

分かります。ただ，昨年度の内定率は 88.5%に過ぎませんでした。卒業時に職を得られな

かった学生も 1割以上いたということです。

また，内定したと言っても，それが正規雇用であるとは限りません。努力しても職が得

られず，非正規雇用であっても就職できれば幸いであると考える学生もいるようです。昨

年度の卒業生の内定率は 88.5%でしたが，内定を得られないまま卒業した 11.5%のうち，

10%近くの学生については，大学が卒業後の進路を把握できていません。全く就職できな

いまま卒業する学生も含まれているでしょう。

このように見てくると，若者と社会との最後の接点を担う大学の役割がいかに大きいか

を，改めて実感します。法律が改正されようとされまいと，学生の社会への円滑な移行を

支援していくことは大学本来の使命だと，私は考えています。

6.キャリアを「生き様Jとして広く捉える

キャリア教育とは何でしょうか。

文部科学省が小学校，中学校，高校向けに配布している『キャリア教育の手引き』によ

って，キャリアという言葉の意味の変遷を見てみましょう。キャリアとは本来，英語で競

馬場や競技場のコースやトラックを意味していました。それが， 20世紀後半の産業構造の

新たな変革期を迎え，特定の職業や組織の中での働き方にとどまらず，広く「働くことと

のかかわりを通しての個人の体験のつながりとしての生き様」を指すようになったという

ことです。「キャリア」という言葉は，一般的には職業として，労働との関係で捉えられま

すが，文部科学省はそうではなく， I生き様」と広く捉えていることに注意しましょう。

中央教育審議会の 2011年 1月の答申『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在

り方について』には， I人が，生涯の中で様々な役割を果たす過程で，自らの役割の価値や

自分と役割との関係を見いだしていく連なりや積み重ねが， ~キャリア』の意味」と書かれ

ています。ここでポイントとなるのは，キャリアを職業ではなく，役割と捉えていること

です。役割は職業上の役割よりも広く，社会の中での役割を指しています。

文部科学省は，キャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な能力や

態度を育成することを通して，キャリア発達を促す教育」と定義しています。キャリア発

達とは， I社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生き方を実現していく過程」

とされています。ここからも，キャリアをライフキャリアとして捉えていることが分かり

ます。職業の役割に限らないさまざまな社会的な役割という意味，あるいは社会生活をや

めてからの自分の役割という意味で捉えているのです。一方，職業教育については「一定

又は特定の職業に従事するために必要な知識，技能，能力や態度を育てる教育」と定義し

ています。
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7.三つに大きく分けられる大学のキャリア教育

大学のキャリア教育は，目的によって三つに大きく分けられると，私は考えています。

1)卒業時の「就職」を目的に置いたキャリア教育。これは，卒業までに就職するための力

を育成します。 2)卒業までに「就業力」を育むことを目的としたキャリア教育。ただ就職

させるだけではなく，よく企業から言われる即戦力を身につけさせるために，組織の一員

として働けるだけの力を， 4年間の学士課程教育を通して育成します。 3)生涯にわたる「持

続的就業力」を目的に置いたキャリア教育。就職してからも生涯にわたって自分なりに生

き方を考える力を育みます。

一つ目の「就職」のためのキャリア教育には，自己理解の機会やビジネスマナー講座を

設けることが該当すると考えています。

二つ目の「就業力」のためのキャリア教育は組織に入って働く力を育成するものですか

ら，大学にはインターンシップの機会や資格取得のための講座，専門教育などを提供する

ことが求められるはずです。ただ，先ほどお話ししたように，近年は大学が行っている狭

い意味での専門教育は職業と必ずしも結び、つかなくなっていることに注意が必要でしょう。

三つ目の「持続的就業力」のためのキャリア教育は，卒業時に就職し就業できるだけで

なく，生涯にわたって人生設計ができる力，いったん仕事をやめても改めて就職できる力

を身につけさせるものです。ここでは，自分のキャリアを自分で管理する力と，どのよう

な職業でも必要とされる，いわゆる汎用的技能とを 4年間で育成することが重要になりま

す。

8. rOOTSJモデルの DとTには課題が

キャリアを管理する力は，文部科学省ではキャリアプランニング能力と位置づけていま

す。イギリスなどでは IDOTSJモデルとし，四つに分類しています。 Sは Se1fawareness 

で，自分を理解することです。 0は Opportunityawarenessで，自分を理解してから，自分

を生かせるように働く機会や人生を過ごす機会を探す力です。 Dは Decision1earningで，

自己理解と外側にあるさまざまな機会をマッチングさせ，どのような職に就くのか，どの

ような職業が自分に向いているのかを考え，意思決定をする力です。 Tは Transition1earning 

で，学生から杜会人に移行するために必要な力です。例えば，ストレス耐性などです。

イギリスのキャリア教育に比べて日本のキャリア教育には， Decision，決める力を育成

するための支援と， Transition，新しい環境に適応する力を育成するための支援が不足して

いるのではないかと，私は考えています。自己理解のための取り組みや自分を生かせる機

会を探すための取り組み，つまり IDOTSJモデルの Sと0はどの大学でも力を入れてい

ますが， DとTには課題があるのではないでしょうか。

「持続的就業力j については，キャリア管理力はキャリア教育科目で，汎用的技能，ジ

ェネリック・スキルはカリキュラムマップなどを用いて組織的に各授業で育成することが

望ましいと思います。

9.大学卒業後も自分の人生をマネジメントできる

キャリア教育を改めて定義すると， I自立・自律した学習者を育成することを最終目標に

置く取り組みであるj，ということになります。つまり，特定の職業に就かせる，就職させ
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るための教育ではなく，大学卒業後も自分の人生をマネジメントできるようにする教育で

あるということです。

従来，学士課程教育において，組織的にもカリキュラム上も，キャリア教育は教養教育，

専門教育と一体となって取り組まれてきませんでした。この状況を改め，インターンシッ

プなどを含め，キャリア教育を一体的に行うことが求められます。

マサチューセッツ工科大学の例を基に概念化すると，学士課程におけるキャリア教育は

次のような構造になります。 1年次には，大学という新しい環境に適応する力を身につけ

させます。この力は，卒業して社会に出る時にも必要になります。そして， 2年次に自分

自身，あるいは社会とはどのようなものかを探究させ， 3年次にさまざまな体験をし， 4 

年次に社会への移行のためのトレーニングを受けることになります。このように，学士課

程教育はキャリア教育の観点からも構造化できるのです。

大学のキャリア教育には，どのような課題があるでしょうか。藤本先生もおっしゃって

いましたが，大学が育成することが重要だと考えている力と，社会や企業が求める力とに

はギャップがあるということです。我々が行った学科長調査によると，大学の先生方は「学

科の専門分野に特有の知識Jr学科の専門分野に特有の考え方・ものの見方Jr学科の専門

分野に特有の技能・技術j を身につけさせることを重視しています。ところが，経団連の

調査によると，企業が求める力の上位三つは「主体性Jrコミュニケーション能力Jr実行

力」といったジェネリック・スキル，社会人としての一般的な力です。「専門課程の深い知

識」は 15項目中，下から 5番目に入っているに過ぎません。大学と社会，企業との聞にい

かに認識に違いがあるかがお分かりいただけると思います。

10.教職協働，企業との対話そしてペダゴジー改革を

大学に求められることは三つあると，私は考えています。一つ目は，教職協働です。現

在，さまざまな職員の方がキャリアセンターなどで学生を支援していますが，コアになる

ものとして，授業を通じてキャリア教育を行っていくことが重要ですから，教員の支持・

協力が欠かせません。二つ目は，大学が企業と対話を重ね，認識のギャップを埋めていく

ことです。三つ目はベダゴジー改革で，アクティブラーニングを積極的に導入するなど，

授業方法を改めていく必要があるでしょう。

キャリア教育は，自立・自律した学習者を育てる取り組みです。そうであれば，そこで

育成すべき最も重要な力は，自ら学ぶ力，学習力となると，私は考えています。学習力こ

そあらゆる場面に移転可能な，最も汎用的な力であるとするイギリスの研究者もいます。

未来学者，アノレピン・トフラーは「明日の文盲とは，読むことのできない人ではないだ

ろう。それは学ぶ方法を学んだことのない人のことであろう」と述べています。キャリア

教育は，自己学習者の育成を究極の目標とし，学び方を学習させる取り組みです。し、かに

予測困難な状況においても，学び方を身につけた者は自らのキャリアをデザインし，開発

できるはずです。学生一人ひとりがそうした力を習得できるように支援していくことが，

大学のキャリア教育に求められると考えています。

ご静聴ありがとうございました。
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13 

13 

大学卒業生の進路でf左記以外の者JId翻
F一時的な仕事に就いた者」の推移

{勧3

85 

2014年卒者の内定状的鰐
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寄
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16 

16 

表記五%の省

。.修学骨外留グメ拘購入牢11:
⑨進学者(白蟻L、治咋進学し在者を倉!:j

ー-u傘{男j

<llfl字'夢，cc者t‘禽6存修署長食む〉
命4納蹴事時湖、た者
繍附

田・鵬.掛・・・f酬改}
15 

15 リヲルートワークス研究所資料

記〉臨塁塁念思議大学本来の使命として

-学生の社会への円滑な「移行Jの支援
は本来の使命

キャリア教育とはとりわけ、ユニバーサル段階においては

18 

18 
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17 

17 

大学設置基準の改正(2011年度)=辛



。臨E)。臨諜 「キャリア」とは
O 人は、他者や役会とのかかわりの中で、融業入、家庭入、地雄社会時一員等、様々
な役離を担いながら生きている.これら的役割は、生涯という時期的な事転れのゆで藍

化しつつ積み離な旬、つながってい〈ものである。ま士、このような揖澗的中には%

前麗する集館や組緩から与えられ世ものや日常生活のやで特に意殺せず習慣約に行。

ているものもあるが、人はこれらを古めた犠々な役割的関係や儀量置を自ら判露骨い取

捨選択や事i遣を撞ねながら取り組んでいる.

p.17 

中央教育審議会『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の 20

在り方について(答申)J平成23年1月31日

。人は、このような自分の役割を果たして摂動すること、つまり泊III斗よJを通し
て、人や校舎にかかわることになり、そのかかわり宣の濃いが f富分らしい生き方j

となっていくものである.

0 このように、人群 生涯のゆで様々必役割金集たす過程で‘自らの鍾輔の艦盤や自

分A:投書測との関係を見いだしてい〈連なりや積み麗ねゑ九 r~..v アj 的意味サると
こゐであるe このキャヲアは、ある年酔に還すると留需に彊帯されるものでは者〈、

子rも・若者の揖濠の段階や癌濠型車底的遺戒と深くかかわりなJ!Iら段階在韓首。で発遣
していくものであるへまた、その帯遣を促すには‘外部からの線織的・体損的な働

きかけが不可欠であり、学校教育では、社会人・職業人として自立していくtめに必
要な基量産となる能力や態度を育成することを通じて、一人一人時彊逮を促していくこ

~が必要である.

圃・

「キャリア」の語源は，中世ラテン語の「車道」を起源と
し英語で，競馬場や競技場のコースやトラック(行
路，足跡)を意味するものであった。そこから，人が
たどる行路やその足跡，経歴，遍歴なども意味する
ようになった。しかし， 20世紀後半の産業構造の新
たな変革期を迎え rキャリア」は，特定の職業や組
織の中での働き方にとどまらず，広く「働くこととの
かかわりを通しての個人の体験のつながりとしての
生き様」を指すようになった。

文部科学省「キャリア教育の手引」

「キャリア」とは

20 19 

19 

。臨E}。親弘E
「キャリア発達Jとは

「社会の中で自分の役艶を果たしながら，自分

らしい生き方を実現していく過程を『キャリア
発達』という。 (P.17)

「キャリア教育」とは

• r一人一人の社会的・職業的自立に向け、必
要な能力や態度を育成することを通して、キ

ャリア発達を促す教育J(答申p.16)

-※「職業教育」とは

・「一定文は特定の職業に従事するために必

要な知識、技能、能力や態度を育てる教育」

(答申p.16)

22 

22 

21 

21 

「役割J 職業的自立、社会・職業への符滑な移行に必要必カjの要素・-邑

XJ親書書 大学のキャリア教育の目自ρ贈
-卒業時の「就職(雇用)J

車門前な知園陸・技館

-卒業時の「就業力(即戦力)J

“Immediate Employability" 

・生涯にわたる「持続的就業力」

“Sustainable Employability" 
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‘礎的・釜本釣な掴..観能

24 

24 
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23 



「就職(雇用)Jのためのず曾鰐

.自己理解

・就職セミナー

.模擬面接

・エントリーシート記入指導

.ビジネスマナー講座

卒業時に(r学士Jにふさわしい職に)r就職Jす
の支援

25 

「持続的就業力」倒的僻

-キャリア管理力

・ジェネリック・スキル

卒業時に「就職Jr就業」できるだけでなく、生
涯にわたって「就業可能employableJである
こと

27 

ベ〉鰐

キャリア学習のダイナミクス

問酔..1. τh・..，.糊醐e・・4'0・納・・....剛抽唱

ょブ 巨日 ・h
". - ... ・皿・四回副園田副・ ."  

ム…く唇う問主E

、よ這三 J
29 

25 

27 

29 
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「就業力(聞戦力)Jの教普贈

-資格講座・検定講座

.インターンシップ

・「専門」教育

「就職」のための支援

卒業時に(r学士」に相応しい職で)r就業」で
きる能力の開発支援

26 

キャリア管理力 ⑤贈
Career Management Skills 

官 OTS"モデル

• Self awareness (自己認識・自己理解)

• Qpportunity awareness (機会認識)

・設ecisionlearning (意思決定スキル)

ヴransitionlearning (移行学習)

28 

「持続的就業力」の教育⑤盟

・キャリア管理力 守竺竺竺竺竺竺

・ジェネリック・スキル 二回一一一

卒業時Iこ「就職Jr就業」できるだけでなく、生
涯にわたって「就業可能employableJである
こと

30 

26 

28 

30 



「キャリア教育」とは 民〉臨態

生涯にわたり、学習と労働の進捗状況を自己
管理するために必要な知識、スキル、態度、
行動特性などの学習を支援する取組

I I 
「自立・自律した学習者Empowering
LearnerJの育成

31 

学士課程教育とキャリア教牟鰐

巨亙己

I ~M\"， I 

33 

スキル・ギャップの課題(学機平E

学科の

毘知的能力(謀題解決能カ等)の向上

人格的な成長(宗教的世界恒等の壇得)

専門的職業人になるための資格や免許等の取得

専門的職業人としての倫理観白檀得

自己学習カ自己管理能力等の向上

多文化・興文化に聞する理解

入額田文化.社会と自然に闘する理解

85.1弘

80.1% 

7218% 

64.3% 

6.2% 

31 

33 

学士課程教育と
キャリア教育

キャリア教育の課題

え〉盟鰐

32 

。親!!l

34 

スキル・ギャップの課題(企妻和
E圃 11] -翁同金t

剣勝患筑暗礁周拡島jt-診て濁院概する購賓・錨瞬、知輔・楓カ

ヨ贋ポイシト

u 

32 

34 

0% 20% 40% 60% 80% 1 00% 
理 E非鯵:ζE車線する鴨.'"イシト司法線する明 4ボイン与、普遍で良い-~ポィν ト.，持り

2011年日本高等教育学会串本剛報告
35 

35 

邑=邑ぷ孟孟ポ4シト.港線し舶、制1ポイン川智箇連(2011)r産業界の求める人材像と

大学教育への期待に関するアンケ-~~

36 
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成功への道?(課題)
認〉酷E

-教員の支持・協力(教職協働)

・企業との対話(相互批判から相互
理解と協調へ)

・ペダゴジー改革

アルビン・トフラ一 念鱒
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37 

大学教育で最も重要なGS。鱒
主たる目標 大卒者として就職できるス学生に自己学習カを習得

キルを晋得させる させることによって、彼らの
キャリア展望を促進する

章者しい知織との繍係 最新知識とスキルを卒業 率察後の仕事i之齢河童誇
後伽の佐側事f叫こ鴻応闘腐肘する枇こ砧£ しωい知繍織似以i
に焦F点量 ることiにζ量簾農d点量 i

時間軸 短期失業後に就職するこ短期と長期率後数十年
と にわたる職業生活での学

ぴへの準備

ヴ叫がライコバランス 学生の就職支纏 労働主余勝者商事事象iI)~現存ゴ
内いか{油機材t詳、

異体的なスキル 雇用者が不足していると 学習カ(最も移転可能なス
考える特定のスキルが焦 キル)
点聞・・・ TomBourner. "Gradusl刷 m州 abilitya山 P'。岡山即n町岬開山剛向山師"

H匂herEduca陶n嗣畑w.voL43，no.3， 2011 
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